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１　解体修復の経緯

　躯体部は2012年３月９日から解体を始め、３月24日に
ほぼ解体を終えた。解体の途中から南組場において一部
の仮組を開始し、欠損石材の探索や新材補填、破風材の
推定などをおこない、仮組を終了した。
　上成基壇は同年３月28日から解体を始め、同年の８月
までに解体を終えた。解体後南仮組場でＮ18を、西仮組
場でＮ17からＮ14までの仮組をおこなった。Ｎ18を外し
た時点で、中央祠堂の南階段が南祠堂下成基壇内に埋め
込まれて現存することが判明し、2012年度後半は下成基
壇内を発掘調査するとともに、中央祠堂南階段の記録作
成に費やした。その結果は『西トップ遺跡調査修復中間
報告１』 １）を参照されたい。
　その後、2013年度に入り、下成基壇の調査を継続する
とともに、下成基壇の解体について慎重に検討をおこ
なった。結果、東南隅と西南隅を中心に欠失石材が多い
こと、全体に南方向への不同沈下が激しいこと、控積と

して用いられたラテライトの劣化が進んでいるなどの理
由により、下成基壇も解体再構築せざるをえないと判断
した。さらに下成基壇内の発掘調査の成果によって、基
壇内中位に列石が存在することが判明し、基壇の変遷、
基壇の構造、再構築の方針決定等に資するため、この石
材についても詳細な調査が必要と判断した。2013年度下
半期は下成基壇の解体と基壇内列石の調査を進めるとと
もに、再構築に必要な基壇土再構築用のラテライト粉末
と粘土粉末の製作も併行しておこなった。

２　検出された遺構と遺物

基壇内列石　　基壇内からは図Ⅰ-14のように平面十字
形を基本とする列石が検出された。列石上部からＮ18下
面までは約1.45ｍ、列石下部から掘込地業底まで約１ｍ
をはかる。つまり当該列石は基壇土内中位に浮いた状態
で設置されており、その機能が問題となる。掘込地業内
の版築のための土留石、掘込地業内の東西南北ラインを
示すための基準石列などいくつかの用途が推定される
が、類例の増加を待ちたいと考える（巻頭図版１）。
埋納土器群　　掘込地業の南掘込線の外側から埋納され
たと思われる土器が３遺構、４個体発見された。

西トップ遺跡の保存と修復
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図Ⅰ︲₁₄　南祀堂基壇石列、土器出土位置図

0� 5ｍ



19Ⅰ　研究報告

埋納土器Ａ（図Ⅰ︲₁₅）　　基壇掘込地業の南西隅外側から
黒褐釉広口壺が１点出土した。図Ⅰ-15-２のように南祠
堂建立時の地表面と思われる層からの掘り込まれた掘方
に正位に据えられていた。口頸部は欠いた状態で埋納さ
れており、意図的に打ち欠いたと考えられる。肩部には
黒褐釉が施釉されるが、胴部には施釉されず、肩部から
の流下がみられる。蓋は発見されず、木製の蓋があった
可能性が考えられる。土器内には土が充満し、慎重に内
部の土を除去したが、底部付近に落ち込んだと思われる
ラテライト片や砂岩片が数個みられたにとどまる。
埋納土器Ｂ（図Ⅰ︲₁₆︲1・2）　　基壇掘方南側から完形の
丸底壺と長頸壺の上半部が出土した。丸底壺（１）は口
径13.6㎝、高さ15.4㎝、胴部最大径18.7㎝。一般的な丸底
甕とやや形状が異なり、胴部最大径以上は外反気味に立
ち上がり、底部は浅い丸底となる。頸部には２条の突帯
が付き、口縁部は波うつ。胎土・焼成ともに良好。長頸
壺（２）は口径10.8㎝、長さ9.8㎝をはかる頸部から大き
く体部が広がり、体部全体の約1/3が残存する。肩部に
は４条の突帯が巡り、突帯の間には線鋸歯文が印刻され
る。突帯の下には刺突文で綾杉状の文様が施文され、各

綾杉文の間には三角の施文具による突鋸歯文が施文され
る。突帯文部分を除く体部外面には粗い線状の磨きが施
される。頸部内面には成形時の絞り目が観察される。胎
土・焼成とも良好。
埋納土器Ｃ（図Ⅰ︲₁₆︲3）　　注口土器は頸部径10.8㎝、胴
部最大径24.0㎝。肩部に長さ約４㎝の注口が付く。注口
取付部には水平方向に２条の沈線を入れる。まず全体の
形を整形し、注口の取付箇所に円形の棒状のもので穴を
開ける。この棒に粘土を巻き付けて注口を成形してい
る。上記の２個体より胎土が精良である。
　これらの埋納土器に関しては、いずれも掘込地業の南
辺に沿うように配置されているとともに、埋納土器Ａで
は埋納坑が掘込地業と同じ面から掘り込まれている。い
ずれも掘込地業造成に近い時期に埋納され、南祠堂の建
立と関連した埋納と考えられる。この種の土器の年代と
用途を考える上で貴重な資料を加えたといえる。

（杉山　洋）

註
１） 奈文研『西トップ遺跡調査修復中間報告１』2013。

図Ⅰ︲₁₅　埋納土器Ａ（１）とその出土状態（２） 図Ⅰ︲₁₆　埋納土器Ｂ（１・２）と同Ｃ（３）
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